
一般社団法人 日本マリーナ・ビーチ協会 会報

2021 夏号
Vol.131

2021 夏号
Vol.131



優良マリーナからひとこと 19

●広告索引
P20…五洋建設株式会社
　　　ゼニヤ海洋サービス株式会社
P21…株式会社地域開発研究所
　　　東亜建設工業
P22…日本ホイスト株式会社
　　　株式会社不動テトラ
P23…ヤマハ発動機株式会社
　　　若築建設株式会社
P24…東洋建設株式会社

J A P A N  M A R I N A  &  B E A C H  A S S O C I A T I O N

 CONTENTS
撮影地　ナポリ　
撮影者　田久保 雅巳

会長・理事長　ごあいさつ
会長  渡部 俊郎　　理事長  佐藤 恒夫 1

一般社団法人  日本マリーナ・ビーチ協会　会報　Vol.131

「ジャパンインターナショナルボートショー2021」
　レポート 9

「ジャパンインターナショナルボートショー2021」
　にブース出展 12

令和2年度認定優良マリーナのご紹介 18

撮影紀行 心に残った風景 14

事務局だより 24

協会会員一覧　 25

2021
夏号

ハーバーマスター列伝
●株式会社湘南マリーナ　●三崎マリン株式会社 油壷ヨットハーバー

10

協会活動報告 16

「実感!マリーンウィーク2021」キャンペーン開催告知 13

第
49
回
通
常
総
会

の
開
催
に
あ
た
っ
て

会
　
長
　
渡
部  

俊
郎

　

令
和
3
年
度
の
総
会
は
昨
年
に
引

き
続
き
小
規
模
で
の
開
催
と
な
り
ま

す
が
、
開
催
に
あ
た
り
、
一
言
御
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
か
ら
一
年
以
上
経

過
し
、
感
染
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す

る
中
、
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
、
生
活
様
式
の

変
化
と
と
も
に
、
密
を
避
け
気
分
の

開
放
が
期
待
さ
れ
る
屋
外
レ
ジ
ャ
ー

が
注
目
さ
れ
、
活
性
化
し
て
お
り
ま

す
。
マ
リ
ー
ナ
並
び
に
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
が
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
事
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
重
々
し
い
空
気
の
中
で
唯
一

の
救
い
で
あ
り
、
今
こ
の
時
に
、
よ

り
多
く
の
方
々
に
認
知
し
て
い
た
だ

く
事
が
、
私
達
に
課
せ
ら
れ
た
責
務

で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
1
人
で
も

多
く
の
人
達
に
、
マ
リ
ン
の
楽
し
さ

と
自
然
の
触
れ
合
い
を
提
供
し
、
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
飛
躍
し
て
行
く
よ

う
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
先
の
見
通
せ
な
い
状

態
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
や
自
治
体

に
よ
る
『
公
助
』
と
連
携
し
、
皆
様

と
共
に
『
共
助
、
自
助
』
に
努
め
、 

”安
全
、
安
心“
を
よ
り
一
層
強
化
充

実
し
、
国
と
会
員
並
び
に
協
会
が
、

三
位
一
体
と
な
っ
て
、
よ
り
発
展
で
き

る
、
新
た
な
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
創
出

を
目
指
し
、
皆
様
の
裨
益
に
な
れ
る

よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
何
卒
皆

様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

マ
リ
ー
ナ
や
ビ
ー
チ
を
軸
に
マ
リ

ン
レ
ジ
ャ
ー
を
共
に
発
展
さ
せ
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

新
し
い
生
活
様
式

と
協
会
活
動

理
事
長
　
佐
藤  

恒
夫

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
度
重
な
る
緊

急
事
態
宣
言
や
蔓
延
防
止
措
置
等
で

重
苦
し
い
空
気
の
中
、
如
何
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
度
は
、
協
会
の
活
動
も
様
々

な
影
響
を
被
り
ま
し
た
。
事
業
計
画

及
び
予
算
を
決
議
す
る
理
事
会
や
1

年
の
活
動
を
総
括
す
る
定
時
総
会
も
、

書
面
決
議
や
規
模
縮
小
の
措
置
を
取

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
マ
リ
ン

ウ
ィ
ー
ク
や
各
種
講
習
会
も
感
染
予

防
対
策
の
た
め
規
模
縮
小
や
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
令
和
2
年
は
国
内
の
マ

リ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
変
化
が
起
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
旅
行
な
ど
の
自

粛
を
受
け
、「
外
に
出
て
遊
び
た
い
」

と
い
う　
″
ア
ウ
ト
ド
ア“
志
向
が
加

速
し
、
　
”三
密
を
避
け
る“
新
し
い
生

活
様
式
と
し
て
、
人
と
距
離
を
取
り

な
が
ら
家
族
や
友
人
と
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
″
釣
り
“
が
空
前
の
ブ
ー
ム

に
な
り
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
も
シ
フ
ト

し
て
い
ま
す
。
令
和
2
年
の
ボ
ー
ト

免
許
新
規
取
得
者
は
15
年
ぶ
り
の
高

水
準
と
な
る
約
6
万
9
0
0
0
人（
前

年
比
1
1
9
％
）と
い
う
こ
と
で
す
し
、

レ
ン
タ
ル
ボ
ー
ト
の
新
規
入
会
者
数
は

過
去
最
高
の
4
8
0
0
人
（
前
年
比

1
1
7
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
を
含
め
た
世
界
的
な
需
要
の

高
ま
り
を
受
け
、
マ
リ
ン
製
造
各
社

の
業
績
も
好
調
に
推
移
し
、
生
産
を

フ
ル
稼
働
し
て
需
要
の
取
り
込
み
を

急
い
で
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　

今
、
確
実
に
新
し
い
生
活
様
式
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
感
染
拡
大
防

止
は
基
本
の
「
基
」
で
す
が
、
今
だ

か
ら
こ
そ
「
自
粛
要
請
」
を
言
い
訳

に
「
思
考
停
止
」
せ
ず
に
、ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
に
向
け
て
活
動
を
強
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

い
み
じ
く
も
協
会
で
は
、「
協
会
創

立
50
周
年
」（
令
和
6
年
）に
向
け
て
、

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
現
在
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、今
回
の
経
験
は
こ

れ
か
ら
の
協
会
が
描
く
ビ
ジ
ョ
ン
に

大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。
W
E
B
会
議
を
活
用
し

て
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い

く
べ
く
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

の
協
会
に
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支

援
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

一般社団法人　日本マリーナ・ビーチ協会

会長・理事長　ごあいさつ

一般社団法人日本マリーナ・ビーチ協会第49回通常総会報告
令和2年度事業報告　令和3年度事業計画

2

放置艇対策の現状
一般社団法人 日本マリーナ・ビーチ協会 調査研究部長　木下 明

6

話題提供 理事からひとこと　コロナ禍でのマリーンウィーク実施
株式会社 本橋発動機 勝どきマリーナ　代表取締役　本橋 弘康

5

1


